
Ｑ６： 個別の指導計画」とはどのようなものか。作成手順等を含め教えていただき「
たい。

Ａ： 平成１１年３月告示の盲学校、聾学校及び養護学校学習指導要領において、重複
障害者の指導、自立活動の指導に当たり、個別の指導計画を作成することとされた
が、小・中学校におけるＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症の児童生徒についても必要
に応じて作成することが大切である。平成１６年１月に文部科学省より示された「小・
中学校におけるＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備
のためのガイドライン(試案)」にも個別の指導計画様式例が示されている。
個別の指導計画は、特殊学級や通級指導教室では、一人一人の児童生徒の特性を

踏まえた上で、個性や能力を可能な限り伸ばし、社会的自立に必要な基礎や基本的
生活習慣を身に付けていくことを目的として作成され、個に応じた指導が行われて
いる。今後は、通常の学級に在籍し、特別な教育的支援を必要とする児童生徒一人
一人についても、具体的にどのように支援していくかを検討し、一人一人の教育的
ニーズに応じた計画、つまり個別の指導計画を作成することに努めることが大切と
なる。

【個別の指導計画の作成手順（例 】）
◇気付きと理解
・児童生徒の出しているサインに対して「変だな？ 「どうしてかな？」という気付き個 」

をもち、問題となっているつまずきや困難などの状況を理解する。別
の

◇実態の把握指
・担任が観察した様子、保護者や関係者の情報、個別に累積された記録など導
から、配慮や支援が必要な実態を把握する。総合的、客観的な把握をする計
ためにチェックシートなどを活用する。の
例 「文字読みが苦手 「文字がうまく書けない」作 【 】 」

「集中が続かず他のことに気をとられてしまう」など成

◇目標の設定連
（単元、学期、学年ごと）携 ・児童生徒にとって具体的な目標を焦点化して設定する。

【例 「指示を理解する 「机上を整理する」の 】 」

「ワークシートの枠内に文字を書く」なども
と

◇手だての工夫校
・目標に対する具体的な手だてを設定する。内
【配慮例】委
「保護者と１週間ごとに情報交換をする」員
「さりげなく応援してくれる友達を同じグループにする」会
「座席の位置を前にする」などで

【支援例】作
「 、 」成 全体への指示の後 その児童生徒に指示をして理解したかどうかチェックする

「１時間目の開始までに机上に学習の準備ができるよう特製のチェック表を導入する」

「大きめのマス目のワークシートを用意する」など

◇個別の指導計画の評価
・設定された目標に沿って指導した後、どのように変わったかなどについて、校内委員会

。 、 。 、で評価を行う 努力が認められたり目標が達成された場合には 本人を賞賛する また

状況が変わらない場合には、目標や課題、具体的な手だてなどの修正をしていく。


